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１－２ モデル都市の特徴と課題 

本調査では、右図に示すとおりモ

デル都市として、埼玉県 4市（鳩ヶ
谷市、春日部市、狭山市、熊谷市）、

千葉県 3市（柏市、佐倉市、茂原市）、
神奈川県 3市（藤沢市、厚木市、小
田原市）の合計 10市をとりあげる。 
これら 10都市は東京都心からの
距離でみると、都心 25km圏（鳩ヶ
谷市）、都心 25～50km圏（春日部
市、狭山市、柏市、佐倉市、藤沢市、

厚木市）、都心 50～75km圏（熊谷
市、茂原市、小田原市）の 3つに分
類することができる。熊谷市、厚木

市は、第４次首都圏基本計画で位置づけられた業務核都市、春日部市、柏市は、第５次

首都圏基本計画で位置づけられた業務核都市である。 
 
下図は、距離帯別に平均化したモデル都市 10 市の人口、就業者、歳入に関する予測
結果である。現状を 1.0として指数化している。 
いずれの都市においても減少あるいは伸び率の減退する予測結果となっており、以下、

6~25ページは、各モデル都市の現状と課題について整理したものである。 
都市の課題は距離帯で類似しているものの、交通ネットワークの整備状況や住宅団地

等の開発の経緯の違いによって、差異が見られる。 
 

モデル都市予測の距離帯別比較（現状を１とした指数） 
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25km

50km

75km

●小田原市
198,722人（2005年10月）

●厚木市
222,349人（2005年10月）

●藤沢市
395,997人（2005年10月）

●熊谷市
191,109人（2005年10月）

●狭山市
158,096人（2005年10月）

●春日部市
238,449人（2005年10月）

●鳩ヶ谷市
58,350人（2005年10月）

●柏市
381,016人（2005年10月）

●佐倉市
171,231人（2005年10月）

●茂原市
93,262人（2005年10月）

モデル都市の位置 



 

6

鳩
ヶ
谷
市
の
現
状
と
課
題

 

＜
都
市
の
特
性
＞

 

○
 
埼
玉
県
南
東
部
の
都
市
。
東
京
都
心
か
ら
約

20
km
に
位
置
し
、
川
口
市
に
ほ
ぼ
囲
ま
れ
、
東
京
都
足
立
区
に
隣
接
し
て
い
る
。

 

○
 
江
戸
時
代
に
は
日
光
御
成
道
の
宿
場
町
と
し
て
発
展
し
た
。

 

○
 
鉄
道
空
白
地
帯
で
あ
っ
た
が
、

20
01
年
に
埼
玉
高
速
鉄
道
（

SR
）
が
開
通
し
た
。

 

○
 

20
05
年
度
に
南
鳩
ヶ
谷
駅
西
口
駅
前
通
り
線
整
備
事
業
が
ス
タ
ー
ト
す
る
な
ど
、
埼
玉
高
速
鉄
道
（

SR
）
線
周
辺
の
街
路
整
備

事
業
を
推
進
し
て
い
る
。

 

 ＜
人
口
分
布
・
動
向
＞

 

○
 
鳩
ヶ
谷
市
の
面
積
は

6.
2k
㎡
で
、
人
口
は
約

5.
8
万
人
、
一
般
世
帯
数
は

2.
3
万
世
帯
で
あ
る
（

20
05
年
国
勢
調
査
ベ
ー
ス
）。

19
90
年
か
ら

20
00
年
に
か
け
て
人
口
は
減
少
し
た
も
の
の
、

20
05
年
ま
で
の

5
年
間
で
は
増
加
に
転
じ
て
い
る
。
一
般
世
帯

数
に
つ
い
て
も
直
近
の

5
年
間
で
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。

 

○
 

19
90
年
以
降
、
高
齢
化
率
は
上
昇
し
て
お
り
、

20
00
年
に
は

15
.7
％
と
な
っ
て
い
る
。

 

○
 

19
90
年
初
期
は
転
出
超
過
、

19
94
年
に
転
入
超
過
、
そ
の
後

19
99
年
ま
で
転
出
超
過
で
あ
っ
た
が
、

20
00
年
以
降
は
年
間

20
0～

80
0
人
程
度
の
転
入
超
過
と
な
っ
て
い
る
。

 

 ＜
都
市
構
造
＞

 

○
 
宿
場
町
で
あ
る
旧
鳩
ヶ
谷
町
（
市
北
東
部
）
を
中
心
に
、
１
町
７
村
が
合
併
し
た
。
市
南
部
に
変
電
所
が
あ
り
、
周
辺
は
住
工
混

在
地
区
と
な
っ
て
い
た
。

 

○
 
市
内
を
縦
断
す
る
国
道

12
2
号
の
地
下
に
埼
玉
高
速
鉄
道
（

SR
）
が
開
通
し
、
沿
線
で
住
宅
開
発
の
圧
力
が
大
き
く
な
り
、
都

市
構
造
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

 

○
 
市
全
域
が

D
ID
地
区
で
あ
る
。

 

 ＜
中
心
市
街
地
＞

 

○
 
現
在
の
中
心
市
街
地
に
は

4
つ
の
商
店
街
が
あ
る
が
、
大
規
模
店
舗
・
安
売
り
店
舗
の
郊
外
展
開
､
商
店
経
営
者
の
高
齢
化
等
様
々

な
社
会
構
造
の
変
化
か
ら
､
昼
間
人
口
の
減
少
､
既
存
小
規
模
小
売
店
の
衰
退
､
商
店
街
の
空
洞
化
な
ど
を
招
き
活
力
が
低
下
し
て

い
る
。

 

○
 
埼
玉
高
速
鉄
道
（

SR
）
鳩
ケ
谷
駅
及
び
日
光
御
成
道
沿
道
の
商
店
街

(桜
町
商
店
街
､
本
町
商
店
街
､
坂
下
町
商
店
街
､
市
役
所
通

り
商
店
街

)を
中
心
と
し
た
商
業
地
域
と
近
隣
商
業
地
域
は
、
中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
の
対
象
地
区
と
な
っ
て
お
り
、
歴
史
的

な
面
影
の
残
る
既
存
商
店
街
ゾ
ー
ン
と
新
し
い
鳩
ケ
谷
駅
周
辺
ゾ
ー
ン
の
連
携
強
化
を
志
向
し
て
い
る
も
の
の
、
商
業
跡
地
に
中

高
層
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
が
進
ん
で
い
る
。
今
後
の
人
口
増
加
の
受
け
皿
と
し
て
無
作
為
に
開
発
が
進
め
ば
、
良
好
な
住

環
境
の
維
持
が
困
難
で
あ
る
。

 

 ＜
住
居
系
＞

 

○
 
都
市
再
生
機
構
東
鳩
ヶ
谷
団
地
は
賃
貸
住
宅
で
あ
り
、
建
て
替
え
を
終
え
て
い
る
。

 

○
 
埼
玉
高
速
鉄
道
（

SR
）
が
開
通
し
、
周
辺
（
川
口
・
蕨
市
）
に
比
し
て
悪
か
っ
た
都
心
通
勤
ア
ク
セ
ス
状
況
が
改
善
さ
れ
た
た

め
に
、
人
口
の
転
入
傾
向
が
今
後
も
継
続
す
る
こ
と
を
見
越
し
て
、
受
け
皿
と
な
る
民
間
開
発
や
都
市
再
生
機
構
の
団
地
建
替
が

急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

 

○
 
し
か
し
、
埼
玉
高
速
鉄
道
（

SR
）
と
同
じ
ル
ー
ト
の
地
上
を
路
線
バ
ス
が
平
行
運
行
し
て
お
り
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
あ
る
川
口
駅

に
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
、
埼
玉
高
速
鉄
道
（

SR
）
の
需
要
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
。

 

 ＜
商
業
系
＞

 

○
 
川
口
市
内
に
大
規
模
な
駐
車
場
を
併
設
し
た
大
規
模
小
売
店
が
数
多
く
あ
り
、
自
家
用
車
に
よ
る
買
回
り
品
等
の
買
い
物
行
動
に

お
い
て
は
、
市
外
へ
の
流
出
状
況
が
続
い
て
い
る
。

 

 ＜
産
業
系
＞

 

○
 
産
業
分
類
別
従
業
者
数
の
特
化
係
数
（
鳩
ヶ
谷
市
産
業
別
従
業
者
シ
ェ
ア
／
埼
玉
県
産
業
別
従
業
者
シ
ェ
ア
）
で
は
、
二
次
産
業

に
特
化
し
て
い
る
が
、
就
従
比
が

1.
0
以
下
で
あ
る
の
は
（
特
に
三
次
産
業
の
就
従
比
が
低
く
）
、
近
接
す
る
東
京
都
等
へ
の
通

勤
者
が
多
い
た
め
で
あ
る
。

 

○
 
市
の
南
部
に
一
部
住
工
混
在
地
区
が
あ
る
も
の
の
、
大
規
模
な
工
場
跡
地
に
は
既
に
高
層
集
合
住
宅
が
建
築
さ
れ
る
な
ど
、
宅
地

開
発
が
進
ん
で
お
り
、
産
業
系
の
土
地
利
用
は
少
な
い
。

 

 ＜
都
市
の
課
題
＞

 

○
 
人
口
の
急
増
に
対
応
し
た
開
発
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
。

 

○
 
し
尿
処
理
施
設
等
新
た
な
投
資
を
含
む
都
市
機
能
の
整
備
。

 

○
 
大
規
模
改
修
す
べ
き
公
益
施
設
（
学
校
等
）
。

 

○
 
埼
玉
高
速
鉄
道
（

SR
）
と
住
宅
団
地
と
の
ア
ク
セ
ス
交
通
網
の
整
備
。

 

●
 
住
宅
開
発
が
進
む
、
古
く
か
ら
の
街
並
み
を
有
す
る
中
心
市
街
地
の
活
性
化
と
、
将
来
に
わ
た
り
良
好
な
住
環
境
の
維
持
。

 

※
●
は
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
の
対
象
と
し
た
都
市
の
課
題
（
以
下
同
様
）
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都
市
再
生
機
構
東
鳩
ヶ
谷
団
地
は

賃
貸
で
あ
り
、
建
替
完
了
し
て
い

る
。
川
口
・
西
川
口
・
赤
羽
の
各

駅
へ
ア
ク
セ
ス
の
始
発
バ
ス
停
が

団
地
内
に
整
備
さ
れ
て
い
る
。

 

●
埼
玉
高
速
鉄
道
（

SR
）
鳩
ケ
谷
駅
及
び
日
光
御
成

道
沿
道
の
商
店
街

(桜
町
商
店
街
､
本
町
商
店
街
､
坂
下

町
商
店
街
､
市
役
所
通
り
商
店
街

)を
中
心
と
し
た
商

業
地
域
と
近
隣
商
業
地
域
は
、
中
心
市
街
地
活
性
化

計
画
の
対
象
地
区
と
な
っ
て
お
り
、
歴
史
的
な
面
影

の
残
る
既
存
商
店
街
ゾ
ー
ン
と
新
し
い
鳩
ケ
谷
駅
周

辺
ゾ
ー
ン
の
連
携
強
化
を
志
向
し
て
い
る
も
の
の
、

商
業
跡
地
に
中
高
層
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
が

進
ん
で
い
る
。
商
業
地
域
で
あ
り
、
今
後
の
人
口
増

加
の
受
け
皿
と
し
て
同
様
の
開
発
が
進
め
ば
、
良
好

な
住
環
境
の
維
持
が
困
難
で
あ
る
。

 

埼
玉
高
速
鉄
道
（

SR
）
が
開
通
し
、
周
辺
（
川
口
・
蕨
市
）

に
比
し
て
悪
か
っ
た
都
心
通
勤
ア
ク
セ
ス
状
況
が
改
善
さ

れ
た
た
め
に
、
人
口
の
転
入
傾
向
が
今
後
も
継
続
す
る
こ

と
を
見
越
し
て
、
受
け
皿
と
な
る
民
間
開
発
や
都
市
再
生

機
構
の
団
地
建
替
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

 
し
か
し
、
埼
玉
高
速
鉄
道
（

SR
）
と
同
じ
ル
ー
ト
の
地
上

を
路
線
バ
ス
が
平
行
運
行
し
て
お
り
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
あ

る
川
口
駅
に
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
、
埼
玉
高
速
鉄
道
（

SR
）

の
需
要
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
。

 

住
工
混
在
地
区
の
大
規
模
跡
地
（
エ
プ
ソ
ン
鳩
ヶ

谷
工
場
跡
地
）
に
、

30
0
戸
を
超
え
る
大
規
模
な

高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
設
さ
れ
る
な
ど
、
す
で
に

産
業
系
土
地
利
用
が
残
っ
て
い
る
地
区
は
わ
ず

か
で
あ
る
。

 

埼
玉
高
速
鉄
道
（
S
R
）

鳩
ヶ
谷
市
 
都
市
の
現
状
と
課
題
 

本
市
の
外
周
を
取
り
巻
く
川
口
市
内
に
は
、
大
規
模

な
駐
車
場
を
併
設
し
た
大
規
模
小
売
店
が
数
多
く

あ
り
、
自
家
用
車
に
よ
る
買
回
り
品
等
の
買
い
物
行

動
で
は
、
市
外
へ
の
流
出
状
況
が
続
い
て
い
る
。
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春
日
部
市
の
現
状
と
課
題

 

＜
都
市
の
特
性
＞

 

○
 
春
日
部
市
は
東
京
都
心
か
ら
約

35
km
、
埼
玉
県
東
部
に
位
置
し
て
い
る
。

 

○
 
江
戸
時
代
に
は
、
主
要
街
道
（
日
光
街
道
等
）
の
整
備
に
よ
り
「
粕
壁
宿
」
と
し
て
栄
え
た
。
ま
た
、
古
利
根
川
、
江
戸
川
な
ど

水
運
に
も
恵
ま
れ
て
お
り
、
古
く
か
ら
水
陸
両
面
に
お
い
て
交
通
の
拠
点
を
有
す
る
地
域
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
鉄
道
、
道
路
整

備
が
進
み
現
在
で
は
、
東
西
方
向
に
東
武
野
田
線
と
国
道

16
号
が
横
断
し
、
南
北
方
向
に
は
東
武
伊
勢
崎
線
（
東
京
メ
ト
ロ
日

比
谷
線
、
半
蔵
門
線
、
東
急
田
園
都
市
線
乗
り
入
れ
）
と
、
国
道

4
号
及
び
同

4
号
バ
イ
パ
ス
が
縦
断
し
、
首
都
圏
に
お
け
る

交
通
の
要
衝
と
な
っ
て
い
る
。

 

 ＜
人
口
分
布
・
動
向
＞

 

○
 
春
日
部
市
の
面
積
は

66
.0

k
㎡
で
、
人
口
は
約

23
.8
万
人
、
一
般
世
帯
数
は

8.
8
万
世
帯
で
あ
る
（

20
05
年
国
勢
調
査
ベ
ー
ス
）
。

 

○
 

19
60
年
代
、

19
70
年
代
と
も
に
人
口
が
大
幅
に
増
加
し
た
。

 

○
 

20
05
年
人
口
を
年
齢
階
級
別
（
住
民
基
本
台
帳
ベ
ー
ス
）
に
み
る
と
、
男
性
は
団
塊

Jr
を
含
む
年
齢
階
層
で
あ
る

30
～

34
歳

が
多
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
団
塊
世
代
（

55
～

59
歳
）
の
人
口
集
団
も
多
い
。

19
60
年
代
、

19
70
年
代
に
住
宅
取
得
し
た

団
塊
世
代
と
彼
等
の
子
ど
も
世
代
の
人
口
が
と
も
に
目
立
っ
て
多
い
。

 

○
 
東
武
線
沿
線
地
区
の
人
口
密
度
が
高
い
。

 

○
 
団
塊
世
代
の
人
口
集
団
は
、
人
口
密
度
が
相
対
的
に
低
い
農
村
集
落
地
区
も
含
め
、
市
全
域
で
特
化
係
数
が
高
く
、
全
国
よ
り
も

こ
の
世
代
の
人
口
構
成
比
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

 

○
 
東
武
線
沿
線
の
団
地
が
立
地
す
る
地
区
に
お
い
て
も
、
団
塊
世
代
の
人
口
集
団
は
、

30
～

34
歳
の
人
口
集
団
と
同
様
に
、
人
口

構
成
上
多
く
分
布
し
て
い
る
。

 

○
 

19
95
年
以
降
、
転
出
超
過
の
傾
向
。

20
00
年
以
降
で
は
、
特
に

30
歳
代
の
転
出
超
過
傾
向
が
強
ま
る
。

 

 ＜
都
市
構
造
＞

 

○
 

20
05
年

10
月

1
日
に
、
東
部
の
庄
和
町
と
合
併
し
た
。

 

○
 
私
鉄
駅
勢
圏
は
、
住
宅
・
宅
地
開
発
が
進
ん
で
い
る
が
、
駅
勢
圏
を
超
え
た
幹
線
道
路
沿
い
は
田
園
地
帯
。
一
次
産
業
を
除
く
産

業
の
就
従
比
は

0.
5～

0.
6
程
度
で
推
移
し
て
い
る
。
公
共
交
通
に
よ
る
東
京
都
心
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
良
好
で
、
都
心
部
へ
の
通

勤
者
が
多
い
。

 

○
 
旧
市
と
旧
庄
和
町
の
境
で
、
国
道
４
号
バ
イ
パ
ス
と

16
号
が
交
差
し
て
お
り
、
物
流
機
能
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
。

 

○
 
駅
周
辺
に
限
ら
ず
沿
線
が
帯
の
よ
う
に
人
口
密
度
の
高
い
地
区
と
な
っ
て
い
る
。
春
日
部
駅
よ
り
も
都
心
に
近
い
駅
周
辺
の
地
区

は
、
大
規
模
団
地
が
立
地
し
て
い
る
が
、
団
地
周
辺
の
人
口
密
度
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

 

○
 

D
ID
地
区
面
積
は

19
90
年
か
ら

19
95
年
に
か
け
て
約

50
ha
増
加
し
た
が
、
そ
の
後
、
増
加
の
度
合
い
は
低
下
し
、

20
00
年

時
点
で
は
市
域
に
占
め
る

D
ID
地
区
の
割
合
は
約

36
％
と
な
っ
て
い
る
。

 

 ＜
中
心
市
街
地
＞

 

○
 
旧
庄
和
町
の
中
心
部
、
東
武
野
田
線
南
桜
井
駅
を
中
心
と
す
る
地
域
に
は
、
３
つ
の
商
店
会
（
桜
台
商
店
会
、
庄
和
銀
座
商
店
会
、

南
桜
井
駅
前
商
店
振
興
会
）
が
あ
り
、
中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
。

 

○
 
春
日
部
駅
東
口
に
老
舗
百
貨
店
が
立
地
し
て
い
る
。
西
口
に
も
大
規
模
商
業
施
設
が
立
地
し
て
い
る
。

 

 

＜
住
居
系
＞

 

○
 
都
市
再
生
機
構
の
武
里
団
地
に
お
い
て
は
、
居
住
者
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。
一
時
期
に
入
居
し
た
住
民
が
今
後
一
気
に
高
齢

者
特
に
後
期
高
齢
者
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

 

○
 
大
規
模
な
団
地
以
外
に
も
、
そ
の
周
辺
に
戸
建
て
及
び
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
が
供
給
さ
れ
、

90
年
代
ま
で
は

30
歳
代
の
若
い
世
代

の
世
帯
分
化
や
転
入
も
見
ら
れ
て
い
た
が
、
近
年
転
入
傾
向
に
つ
い
て
急
速
に
減
少
し
て
い
る
。

 

○
 
東
武
線
の
沿
線
に
、
大
規
模
な
住
宅
団
地
開
発
が
な
さ
れ
、
一
時
に
集
中
し
て
人
口
が
増
加
し
た
経
緯
が
あ
る
。

 

○
 
東
武
野
田
線
の
駅
周
辺
に
は
、

30
歳
代
の
比
較
的
若
い
居
住
者
が
多
く
、
伊
勢
崎
線
沿
線
の
方
が
、
団
塊
世
代
が
多
い
。

 

○
 
春
日
部
駅
東
口
で
は
、
民
間
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
よ
る
中
高
層
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
が
多
い
。

 

 ＜
商
業
系
＞

 

○
 
春
日
部
駅
を
中
心
と
し
た
中
心
市
街
地
で
は
、
大
型
商
業
施
設
の
撤
退
、
空
き
店
舗
の
増
加
な
ど
に
よ
り
商
業
等
の
衰
退
・
空
洞

化
が
進
行
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
ま
た
、
鉄
道
に
よ
っ
て
市
街
地
が
東
西
に
分
断
さ
れ
て
い
る
た
め
、
中
心
市
街
地
と
し
て
の

一
体
性
に
欠
け
、
各
種
機
能
の
集
積
効
果
が
発
揮
さ
れ
て
な
く
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
分
断
さ
れ
、
商
店
街
活
動
の
交
流
も
少

な
い
た
め
、
「
に
ぎ
わ
い
」
や
「
活
気
」
等
が
不
足
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

 

○
 
「
道
の
駅
庄
和
」
を
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
て
、
旧
庄
和
町
内
に
は
市
が
運
行
す
る
循
環
福
祉
バ
ス
が
運
行
し
て
い
る
（
起
終
点
は
市

庄
和
総
合
支
所
）
。

 

 ＜
産
業
系
＞

 

○
 
合
併
に
よ
る
新
市
建
設
計
画
に
お
い
て
、
主
要
国
道
で
あ
る
国
道

4
号
バ
イ
パ
ス
・
国
道

16
号
が
交
差
す
る
庄
和
イ
ン
タ
ー
周

辺
に
、
交
通
の
利
便
性
を
生
か
し
た
商
業
・
流
通
・
工
業
な
ど
の
施
設
立
地
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

 

 ＜
都
市
の
課
題
＞

 

○
 
鉄
道
連
続
立
体
交
差
事
業
と
連
携
し
た
東
西
市
街
地
の
一
体
化
と
回
遊
性
の
向
上
。

 

○
 
大
宮
に
直
結
す
る
東
武
野
田
線
の
東
岩
槻
駅
―
春
日
部
駅
間
の
複
線
化
と
と
も
に
、
東
武
伊
勢
崎
線
春
日
部
駅
周
辺
連
続
立
体
交

差
事
業
を
柱
と
す
る
、
春
日
部
駅
周
辺
の
中
心
市
街
地
の
整
備
を
推
進
す
る
。
新
市
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
結
節
点
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
春
日
部
駅
周
辺
地
域
の
業
務
集
積
・
商
業
集
積
を
図
り
、
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
シ
ン
ボ
ル
性
の
高
い
市
街
地
を
整
備

す
る
。

 

●
 
都
市
再
生
機
構
武
里
団
地
は
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
入
居
者
の
減
少
も
激
し
い
が
、
小
学
校
の
廃
校
跡
を
利
用
し
た
新
し
い
街

づ
く
り
を
民
間
事
業
者
が
手
が
け
た
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
程
度
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
既
に
実
践
さ
れ
て
い
る
。
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大
規
模
な
団
地
以
外
に
も
、
そ
の
周
辺

に
戸
建
て
及
び
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
が

供
給
さ
れ
、

30
歳
代
の
若
い
世
代
の
世

帯
分
化
や
転
入
も
見
ら
れ
て
い
た
が
、

転
入
傾
向
に
つ
い
て
は
急
速
に
減
少

し
て
い
る
。

 東
武
野
田
線
の
駅
周
辺
に
は
、

30
歳
代
の
比
較
的
若
い
居
住

者
が
多
く
、
伊
勢
崎
線
沿
線
の

方
が
、
団
塊
世
代
が
多
い
。

 

連
続
立
体
交
差
事
業
の
早
期
推
進
に
よ
っ
て
、
駅

周
辺
の
一
体
開
発
が
課
題
。

 
駅
東
口
に
は
都
心
通
勤
者
向
け
と
思
わ
れ
る
マ

ン
シ
ョ
ン
の
建
設
が
進
ん
で
い
る
。

 
周
辺
に
高
校
が
多
く
、
通
学
者
が
多
い
。

 
 

●
都
市
再
生
機
構
武
里
団
地
は
高
齢
化
が
進
ん

で
お
り
、
入
居
者
の
減
少
も
激
し
い
が
、
小
学
校

の
廃
校
跡
を
利
用
し
た
新
し
い
街
づ
く
り
を
民

間
事
業
者
が
手
が
け
た
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
程
度

の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
既
に
実
践
さ
れ
て
い
る
。

 
越
谷
市
（
東
武
伊
勢
崎
線
せ
ん
げ
ん
台
駅
）
の
都

市
機
能
も
相
互
利
用
す
る
市
境
間
の
交
流
は
市

民
生
活
上
は
違
和
感
が
な
い
。

 

東
武
伊
勢
崎
線

春
日
部
駅

南
桜
井
駅

 

東
武
野
田
線

 

大
宮
に
直
結
す
る
東
武
野
田
線
の
東
岩
槻

駅
―
春
日
部
駅
間
の
複
線
化
と
と
も
に
、

東
武
伊
勢
崎
線
春
日
部
駅
周
辺
連
続
立
体

交
差
事
業
を
柱
と
す
る
、
春
日
部
駅
周
辺

の
中
心
市
街
地
の
整
備
が
推
進
さ
れ
る
。

 
新
市
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
結
節
点
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
春
日
部
駅
周
辺
地
域
の

業
務
集
積
・
商
業
集
積
を
図
り
、
玄
関
口

に
ふ
さ
わ
し
い
シ
ン
ボ
ル
性
の
高
い
市
街

地
を
整
備
す
る
。

 

道
の
駅
庄
和
を
タ
ー
ミ
ナ
ル
と

し
て
、
旧
庄
和
町
内
に
は
市
が
運

行
す
る
循
環
福
祉
バ
ス
が
運
行

し
て
い
る
（
起
終
点
は
市
庄
和
総

合
支
所
）
。

 

旧
庄
和
町
の
中
心
部
、
東
武
野
田
線
南
桜
井

駅
を
中
心
と
す
る
地
域
に
は
、
３
つ
の
商
店

会
（
桜
台
商
店
会
、
庄
和
銀
座
商
店
会
、
南

桜
井
駅
前
商
店
振
興
会
）
が
あ
り
、
中
心
市

街
地
活
性
化
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
。

 

春
日
部
市
 
都
市
の
現
状
と
課
題
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狭
山
市
の
現
状
と
課
題

 

＜
都
市
の
特
性
＞

 

○
 
埼
玉
県
西
部
の
都
市
。
東
京
都
心
か
ら
約

35
km
に
位
置
し
て
い
る
。

 

○
 

19
60
年
代
以
降
、
大
規
模
工
業
団
地
が
造
成
さ
れ
、
自
動
車
等
の
製
造
業
の
集
積
が
進
ん
だ
。

 

○
 
現
在
、
製
造
品
出
荷
額
は
県
下

1
位
で
、
全
国
で
も
有
数
の
工
業
都
市
と
な
っ
て
い
る
。
民
間
や
都
市
再
生
機
構
の
団
地
・
宅
地

開
発
に
よ
り
、
首
都
近
郊
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
都
市
の
性
格
も
有
す
る
。
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
西
武
線
狭
山
市
駅
周
辺
に
都
市
機
能
の

集
積
を
図
る
と
と
も
に
、
市
街
地
の
周
辺
に
新
た
な
住
宅
市
街
地
や
工
業
・
流
通
拠
点
づ
く
り
が
進
む
。

 

 ＜
人
口
分
布
・
動
向
＞

 

○
 
狭
山
市
の
面
積
は

49
.0

k
㎡
で
、
人
口
は
約

15
.8
万
人
、
一
般
世
帯
数
は

5.
9
万
世
帯
で
あ
る
（

20
05
年
国
勢
調
査
ベ
ー
ス
）。

19
95
年
以
降
、
総
人
口
が
減
少
に
転
じ
て
い
る
。

 

○
 

D
ID
地
区
面
積
は
、
19

95
年
か
ら

20
00
年
に
か
け
て
若
干
で
あ
る
が
減
少
し
て
お
り
、
D

ID
人
口
密
度
も

19
90
年
か
ら

19
95

年
に
か
け
て
大
幅
に
低
下
、
そ
の
後
も
低
下
傾
向
に
あ
る
。

 

○
 
駅
周
辺
の
人
口
密
度
が
高
い
。

 

○
 
西
武
線
沿
線
を
中
心
に
、

30
～

34
歳
人
口
集
団
構
成
比
の
全
市
平
均
に
対
す
る
特
化
係
数
が
、

1.
0
を
超
え
る
地
区
が
分
布
し

て
い
る
。

 

○
 

19
90
年
初
期
は
転
入
超
過
で
あ
っ
た
が
、

19
94
年
に
転
出
超
過
に
転
じ
た
後
、
直
近
ま
で
こ
の
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

20
歳

代
・

30
歳
代
の
転
出
超
過
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

 

 ＜
都
市
構
造
＞

 

○
 
市
域
は
入
間
川
に
よ
っ
て
東
西
に
分
断
さ
れ
て
お
り
、
有
料
道
路
も
含
め
て
複
数
の
橋
に
よ
っ
て
連
絡
し
て
い
る
も
の
の
、
架
橋

部
分
の
交
通
は
混
雑
し
て
い
る
。
大
規
模
商
業
施
設
や
都
市
機
能
は
、
鉄
道
駅
が
あ
る
入
間
川
の
南
側
に
集
中
し
て
い
る
。

 

○
 
入
間
基
地
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
滑
走
路
延
長
下
に
お
い
て
航
空
機
騒
音
等
に
よ
る
居
住
環
境
の
弊
害
が
生
じ
て
い

る
。

 

 ＜
中
心
市
街
地
＞

 

○
 
西
武
線
狭
山
市
駅
を
中
心
と
す
る
旧
来
か
ら
の
市
街
地
に
は
、
古
く
か
ら
商
業
機
能
が
集
積
し
、
中
心
市
街
地
と
し
て
、
市
の
顔

の
役
割
を
担
っ
て
き
た
が
、
市
街
地
の
外
延
的
な
拡
大
に
伴
う
商
業
施
設
の
郊
外
立
地
の
進
行
及
び
駅
前
広
場
や
駐
車
場
等
の

整
備
の
立
ち
後
れ
に
よ
る
交
通
機
能
の
低
下
な
ど
に
よ
り
、
都
市
機
能
が
停
滞
し
て
き
て
い
る
。
特
に
、
商
業
に
つ
い
て
は
、

19
91
年
か
ら

19
97
年
ま
で
の
間
に
商
店
数
が

14
.3
％
減
少
し
、
店
舗
の
他
用
途
へ
の
転
換
や
空
き
店
舗
の
増
加
に
よ
る
商
店

街
の
連
続
性
の
低
下
等
に
よ
り
、
商
店
街
の
賑
わ
い
が
失
わ
れ
て
き
て
い
る
。

 

 ＜
住
居
系
＞

 

○
 
西
武
線
沿
線
地
区
以
外
で
は
、
民
間
開
発
に
よ
る
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
お
い
て
、
団
塊
及
び
そ
の
子
世
代
が
人
口
構
成
上
偏
在
す
る

地
区
が
、
市
の
東
北
部
に
存
在
す
る
。

 

○
 
入
間
川
の
西
側
に
は
低
密
な
住
宅
地
が
広
が
る
。
団
塊
世
代
の
居
住
が
多
い
。

 

  

 ＜
商
業
系
＞

 

○
 
大
規
模
商
業
施
設
が
、
入
間
川
の
東
側
に
立
地
し
て
い
る
。
入
間
市
の
購
買
力
も
吸
引
す
る
。
製
紙
工
場
の
跡
地
立
地
で
あ
る
。

対
し
て
、
入
間
川
対
岸
（
西
側
）
の
商
業
機
能
は
弱
い
。

 

 ＜
産
業
系
＞

 

○
 
狭
山
市
の
一
人
当
た
り
農
業
生
産
額
、
同
小
売
業
販
売
額
は
埼
玉
県
の
水
準
を
下
回
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
一
人
当
た
り
製
造
品

出
荷
額
は
、
埼
玉
県
の
水
準
を
上
回
っ
て
お
り
、
直
近
に
お
い
て
そ
の
格
差
は
拡
大
傾
向
に
あ
る
。

 

○
 
産
業
分
類
別
従
業
者
数
の
特
化
係
数
（
狭
山
市
産
業
別
従
業
者
シ
ェ
ア
／
埼
玉
県
産
業
別
従
業
者
シ
ェ
ア
）
か
ら
、
狭
山
市
の
従

業
構
造
が
二
次
産
業
に
特
化
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
二
次
産
業
の
就
従
比
（
従
業
者
数
／
就
業
者
数
）
は

1.
0
を
上
回
っ
て

お
り
、
狭
山
市
の
製
造
拠
点
都
市
と
し
て
の
特
徴
が
読
み
取
れ
る
。

 

○
 
県
を
代
表
す
る
１
次
産
品
で
あ
る
「
狭
山
茶
」
は
ブ
ラ
ン
ド
力
を
有
す
る
も
の
の
、
カ
テ
キ
ン
や
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
と
い
っ
た
バ
イ

オ
分
野
の
研
究
は
当
地
で
は
進
ん
で
い
な
い
。

 

○
 
昭
和

40
年
代
（

19
65
年
～

19
74
年
）
に
西
武
新
宿
線
新
狭
山
駅
と
隣
接
し
て
整
備
さ
れ
た
、
川
越
狭
山
工
業
団
地
に
は
、
ロ

ッ
テ
と
ホ
ン
ダ
が
立
地
し
て
い
る
。
同
時
期
に
周
辺
に
住
宅
が
整
備
さ
れ
市
街
化
も
進
展
し
て
い
る
。

 

○
 
圏
央
道
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
に
は
、

19
73
年
に
整
備
さ
れ
た
狭
山
工
業
団
地
が
あ
る
。

 

○
 
入
間
川
河
畔
の
西
武
文
理
大
学
は
、
文
科
系
（
サ
ー
ビ
ス
経
営
学
部
）
単
科
大
学
で
あ
る
が
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
即
戦
力
を
養
成
す

る
と
い
う
、
職
業
訓
練
的
な
特
徴
が
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
ユ
ニ
ー
ク
な
大
学
で
あ
る
。

 

 ＜
都
市
の
課
題
＞

 

○
 
昭
和

50
年
代
（

19
75
年
～

19
84
年
）
に
建
設
さ
れ
、
市
の
人
口
増
に
大
き
く
貢
献
し
た
都
市
再
生
機
構
の
狭
山
台
団
地
は
、

団
塊
の
世
代
が
多
く
居
住
し
て
お
り
、
今
後
急
速
な
高
齢
化
が
危
惧
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
団
地
に
つ
い
て
は
建
て
替
え
に
よ
る

再
生
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

 

○
 
市
域
は
入
間
川
に
よ
っ
て
東
西
に
分
断
さ
れ
て
お
り
、
有
料
道
路
も
含
め
て
複
数
の
橋
に
よ
っ
て
連
絡
し
て
い
る
も
の
の
、
架
橋

部
分
の
交
通
は
混
雑
し
て
い
る
。
大
規
模
商
業
施
設
や
都
市
機
能
は
、
鉄
道
駅
が
あ
る
東
側
に
集
中
し
て
い
る
。

 

●
 
圏
央
道
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し
た
活
性
化
。
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昭
和

40
年
代
（

19
65
年
～

19
75
年
）
に
西
武
新
宿
線
新
狭

山
駅
と
隣
接
し
て
整
備
さ
れ
た
、
川
越
狭
山
工
業
団
地
に
は
、

ロ
ッ
テ
と
ホ
ン
ダ
が
立
地
し
て
い
る
。
同
時
期
に
周
辺
に
住
宅

が
整
備
さ
れ
市
街
化
も
進
展
し
て
い
る
。

 

県
を
代
表
す
る
１
次
産
品
で
あ
る
「
狭

山
茶
」
は
ブ
ラ
ン
ド
力
を
有
す
る
も
の

の
、
カ
テ
キ
ン
や
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
と
い

っ
た
バ
イ
オ
分
野
の
研
究
は
当
地
で

は
進
ん
で
い
な
い
。

 

昭
和

50
年
代
（

19
75
年
～

19
84
年
）
に

建
設
さ
れ
、
市
の
人
口
増
に
大
き
く
貢
献
し

た
都
市
再
生
機
構
の
狭
山
台
団
地
は
、
団
塊

の
世
代
が
多
く
居
住
し
て
お
り
、
今
後
急
速

な
高
齢
化
が
危
惧
さ
れ
る
。

 
市
域
は
入
間
川
に
よ
っ
て
東
西
に

分
断
さ
れ
て
お
り
、
有
料
道
路
も
含

め
て
複
数
の
橋
に
よ
っ
て
連
絡
し

て
い
る
も
の
の
、
架
橋
部
分
の
交
通

は
混
雑
し
て
い
る
。
大
規
模
商
業
施

設
や
都
市
機
能
は
、
鉄
道
駅
が
あ
る

東
側
に
集
中
し
て
い
る
。

 

入
間
川
河
畔
の
西
武
文
理
大
学
は
、
文
科
系

（
サ
ー
ビ
ス
経
営
学
部
）
単
科
大
学
で
あ
る

が
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
即
戦
力
を
養
成
す
る
と
い

う
、
職
業
訓
練
的
な
特
徴
が
明
確
に
打
ち
出
さ

れ
て
い
る
ユ
ニ
ー
ク
な
大
学
で
あ
る
。

 

圏
央
道
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近

に
は
、

19
73
年
に
整
備
さ
れ
た
狭
山

工
業
団
地
が
あ
る
。

 

駅
か
ら
見
て
入
間
川
の
西

側
に
は
低
密
な
住
宅
地
が

広
が
る
。

 
団
塊
世
代
の
居
住
が
多
い
。

 

圏
央
道
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付

近
に
は
、
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
－
Ｔ
Ｌ
Ｏ
が
支

援
す
る
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
が
立
地
し
て
い
る
。

 
●
圏
央
道
が
八
王
子
ま
で
供
用
さ

れ
る
こ
と
で
、
周
辺
の
物
流
施
設
の

立
地
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
向
上
す
る
。

 

狭
山
駅
周
辺
は
、
食
品
ス
ー

パ
ー
以
外
中
心
商
店
街
の

活
気
は
少
な
い
。

 
ロ
ー
タ
リ
ー
周
辺
も
店
舗

が
少
な
い
。

 

狭
山
市
駅

西
武
新
宿
線

新
狭
山
駅

狭
山
市
 
都
市
の
現
状
と
課
題
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熊
谷
市
の
現
状
と
課
題

 

＜
都
市
の
特
性
＞

 

○
 
埼
玉
県
北
部
の
都
市
。
東
京
都
心
か
ら

50
-7

5k
m
圏
に
位
置
し
、
古
く
は
中
山
道
の
宿
場
町
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。

 

○
 
人
口
規
模
は
同
県
北
部
で
は
最
大
で
、
県
北
部
の
産
業
・
業
務
都
市
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

 

○
 
宿
場
町
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
交
通
の
要
衝
で
も
あ
り
、

JR
高
崎
線
、
上
越
・
北
陸
（
長
野
）
新
幹
線
等
の
幹
線
鉄
道
に
加
え
、

国
道

17
号
、
同
バ
イ
パ
ス
等
の
主
要
幹
線
道
路
も
通
っ
て
お
り
、
東
京
都
心
ま
で
一
時
間
以
内
の
ア
ク
セ
ス
が
可
能
と
な
っ
て

い
る
。

 

 ＜
人
口
分
布
・
動
向
＞

 

○
 
熊
谷
市
の
面
積
は

13
7.

0k
㎡
で
、
人
口
は
約

19
.4
万
人
、
世
帯
数
は

7.
4
万
世
帯
で
あ
る
（

20
06
年

2
月

1
日
現
在
）
。

 

○
 

D
ID
地
区
面
積
が
年
々
増
加
す
る
一
方
で
（

20
00
年
時
点
で
は
市
域
の
約

15
％
）
、

D
ID
人
口
密
度
は
低
下
し
て
お
り
、
人
口

集
中
地
区
の
範
囲
が
低
密
度
で
拡
大
し
て
き
た
こ
と
が
分
か
る
。

 

○
 
急
激
に
人
口
が
増
加
し
て
い
る
時
期
は
な
い
。

 

○
 
年
齢
階
級
別
に
み
る
と
、
男
女
と
も
に
団
塊
世
代
（

55
～

59
歳
）
の
人
口
集
団
が
多
い
が
、
他
都
市
の
よ
う
に
顕
著
に
人
口
構

成
が
偏
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
（
全
国
並
み
）
。

 

○
 
熊
谷
駅
と
籠
原
駅
の
両
駅
の
周
辺
で
人
口
密
度
が
高
い
。

 

○
 
熊
谷
駅
を
中
心
に

JR
沿
線
に
、
特
に
密
度
の
高
い
地
区
が
集
中
し
て
い
る
。

 

○
 
籠
原
駅
周
辺
に
は
、

30
～

34
歳
の
人
口
集
団
の
特
化
係
数
が
高
い
地
区
が
あ
り
、
都
心
へ
の
通
勤
に
利
用
さ
れ
る

JR
高
崎
線

（
湘
南
新
宿
ラ
イ
ン
）
の
始
発
駅
周
辺
に
お
け
る
マ
ン
シ
ョ
ン
開
発
の
動
向
と
一
致
す
る
。

 

○
 

19
99
年
以
降
、
転
出
超
過
の
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

20
歳
代
に
お
け
る
転
出
超
過
が
目
立
つ
。

 

○
 
駅
周
辺
に
は
高
齢
者
が
多
く
居
住
し
て
い
る
。

 

 ＜
都
市
構
造
＞

 

○
 

20
05
年

10
月
１
日
に
、
１
市
２
町
が
合
併
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
心
部
が
独
立
、
あ
る
い
は
周
辺
市
と
の
つ
な
が
り
が
強

く
、
市
と
し
て
の
一
体
感
に
乏
し
い
。

 

○
 
国
道
１
７
号
は
片
側
２
車
線
に
拡
幅
さ
れ
、
旧
中
山
道
沿
い
の
宿
場
町
と
し
て
の
趣
き
が
失
わ
れ
、
業
務
ビ
ル
の
立
地
が
中
心
と

な
っ
て
き
て
い
る
。
北
部
に
は
バ
イ
パ
ス
が
供
用
さ
れ
て
い
る
。

 

○
 

19
83
年
に
廃
止
さ
れ
た
東
武
熊
谷
線

(通
称
妻
沼
線
 
旧
国
鉄
熊
谷
駅
―
妻
沼
間

10
.1

km
)の
廃
線
後
は
、
東
武
よ
り
市
が
借
地

し
緑
道
整
備
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

 

 ＜
中
心
市
街
地
＞

 

○
 

19
83
年
と

19
98
年
を
比
較
す
る
と
、
市
全
体
で
は
、

13
8,

01
8
人
か
ら

15
7,

73
1
人
へ
と

18
,7

13
人
（

13
.6
％
）
増
加
し
て

い
る
の
に
対
し
、
中
心
市
街
地
は
、

13
,6

05
人
か
ら

9,
82

7
人
へ
と

3,
77

8
人
（

27
.8
％
）
減
少
し
て
い
る
。

 

○
 
市
中
心
部
の
テ
ク
ノ
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
予
定
地
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ひ
ろ
ば
と
し
て
暫
定
利
用
さ
れ
て
お
り
、
交
流
の
拠

点
と
し
て
の
計
画
が
望
ま
れ
て
い
る
。

 

○
 
中
心
部
の
商
業
や
集
客
の
求
心
力
が
弱
く
、
市
境
の
居
住
者
は
、
周
辺
市
（
深
谷
市
、
太
田
市
等
）
の
商
圏
に
一
部
取
り
込
ま
れ

て
い
る
。

 

○
 
中
心
市
街
地
の
店
舗
数
が

31
商
店
街
約

85
0
店
舗
で
あ
る
中
、
空
き
店
舗
数
が

69
店
舗
で
、
全
体
の
約

8％
を
占
め
て
い
る
。

 

○
 
熊
谷
駅
の
東
と
南
に
大
規
模
な
駐
車
場
が
あ
り
、
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
利
用
も
な
さ
れ
て
い
る
。

 

 ＜
住
居
系
＞

 

○
 
秩
父
鉄
道
ひ
ろ
せ
野
鳥
の
森
駅
（
北
側
）
に
、
福
祉
機
器
開
発
で
有
名
な
春
山
満
氏
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
た
リ
タ
イ
ア
メ
ン

ト
ビ
レ
ッ
ジ
を
、
民
間
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が
、
４
月
開
業
予
定
。

 

○
 
妻
沼
・
大
里
の
田
園
景
観
や
水
辺
空
間
に
優
れ
た
居
住
環
境
を
活
か
し
、
‘
元
気
な
高
齢
者
向
け
’
菜
園
付
き
住
宅
が
販
売
さ
れ

て
い
る
。

 

○
 
日
本
三
大
聖
天
の
一
つ
で
「
小
日
光
」
と
呼
ば
れ
る
妻
沼
聖
天
は
、
国
の
重
要
文
化
財
で
も
あ
り
、
初
詣
や
春
秋
の
例
大
祭
時
に

は
近
郊
か
ら
数
万
の
集
客
を
集
め
る
も
の
の
、
普
段
の
門
前
町
商
店
街
の
利
用
者
は
少
な
い
。
社
寺
林
の
歴
史
的
景
観
、
利
根
川

沿
い
の
自
然
景
観
、
良
好
な
田
園
景
観
が
広
が
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
活
か
し
良
好
な
田
園
住
宅
と
す
る
。

 

 ＜
商
業
系
＞

 

○
 
妻
沼
の
中
心
商
店
街
は
、
隣
県
の
太
田
市
に
購
買
力
を
吸
収
さ
れ
る
な
ど
、
販
売
額
が
減
少
を
続
け
て
い
る
。

 

 ＜
産
業
系
＞

 

○
 
全
産
業
の
就
業
者
と
従
業
者
の
比
は

1.
0
以
下
、
特
に
二
次
産
業
の
就
従
比
が
低
い
。三
次
産
業
の
就
従
比
は

1.
0
以
上
で
あ
り
、

県
北
部
の
業
務
核
と
し
て
の
位
置
付
け
が
高
い
。

 

○
 
熊
谷
市
の
一
人
当
た
り
農
業
生
産
額
、
同
製
造
品
出
荷
額
、
同
小
売
業
販
売
額
は
、
全
て
埼
玉
県
の
水
準
を
上
回
っ
て
い
る
が
、

直
近
に
お
い
て
は
い
ず
れ
も
減
少
傾
向
で
あ
り
、
特
に
一
人
当
た
り
製
造
品
出
荷
額
の
減
少
が
目
立
ち
、
県
平
均
と
の
格
差
は
縮

小
傾
向
に
あ
る
。

 

○
 

20
01
年
に
完
成
し
た
「
道
の
駅
め
ぬ
ま
」
の
め
ぬ
ま
ア
グ
リ
パ
ー
ク
地
域
振
興
施
設
“
め
ぬ
ぱ
る
”
は
、
施
設
運
営
と
ア
グ
リ

パ
ー
ク
内
の
造
園
・
植
栽
維
持
管
理
を
、
女
性
だ
け
の
組
織
「
有
限
会
社
メ
ロ
ー
ド
」
が
受
託
し
て
軌
道
に
乗
せ
て
い
る
全
国
で

も
優
良
な
事
例
で
あ
る
。

 

○
 
昭
和

60
年
代
（

19
85
年
～

19
88
年
）
に
開
発
さ
れ
た
熊
谷
工
業
団
地
に
も
、
物
流
事
業
所
（
企
業
の
流
通
機
能
全
般
を
一
括

し
て
請
け
負
う
サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

(3
PL

)と
呼
ば
れ
る
事
業
者
を
含
む
）
が
集
積
し
て
い
る
。

 

○
 
問
屋
町
に
は
、
市
の
産
業
の
特
徴
で
も
あ
る
卸
売
業
（
食
品
卸
等
）
が
集
積
し
て
い
る
が
、
販
売
額
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

 

 ＜
都
市
の
課
題
＞

 

○
 

20
04
年
国
体
メ
イ
ン
会
場
と
な
っ
た
県
営
熊
谷
ス
ポ
ー
ツ
文
化
公
園
に
は
、
大
規
模
施
設
で
あ
る
、
ラ
グ
ビ
ー
場
、
彩
の
国
く

ま
が
や
ド
ー
ム
、
陸
上
競
技
場
（
ス
タ
ジ
ア
ム
）
に
お
い
て
、
ラ
グ
ビ
ー
の
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
、
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ
、
ジ
ャ
ズ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
市
で
は
ス
ポ
ー
ツ
を
テ
ー
マ
に
し
た
街
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

 

○
 
合
併
市
の
一
体
感
醸
成
が
課
題
で
あ
る
。

 

○
 
産
業
の
特
徴
で
あ
る
卸
売
り
商
業
の
再
編
・
振
興
が
課
題
で
あ
る
。

 

●
 
熊
谷
駅
か
ら
星
川
通
り
、
市
役
所
通
り
、
国
道
１
７
号
を
回
遊
す
る
界
隈
性
あ
る
、
歩
行
者
が
楽
し
め
る
街
の
創
出
。
中
心
市
街

地
の
活
性
化
が
課
題
で
あ
る
。
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日
本
三
大
聖
天
の
一
つ
で
「
小
日
光
」
と
呼
ば
れ
る

妻
沼
聖
天
は
、
国
の
重
要
文
化
財
で
も
あ
り
、
初
詣

や
春
秋
の
例
大
祭
時
に
は
近
郊
か
ら
数
万
の
集
客
を

集
め
る
も
の
の
、
普
段
の
門
前
町
商
店
街
の
利
用
者

は
少
な
い
。

 
社
寺
林
の
歴
史
的
景
観
、
利
根
川
沿
い
の
自
然
景
観
、

良
好
な
田
園
景
観
が
広
が
っ
て
い
る
。

 

19
83
年
に
廃
止
さ
れ
た
東
武
熊
谷

線
(通
称
妻
沼
線
 
旧
国
鉄
熊
谷
駅

―
妻
沼
間

10
.1

km
)の
廃
線
後
は
、

東
武
よ
り
市
が
借
地
し
緑
道
整
備

事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

 

問
屋
町
に
は
、
市
の
産

業
の
特
徴
で
も
あ
る
卸

売
業
（
食
品
卸
等
）
が

集
積
し
て
い
る
。

 

JR
籠
原
駅
は
、
通
勤
線
（
湘
南
新
宿
ラ
イ
ン
）
の
始

発
駅
で
あ
る
こ
と
や
土
地
区
画
整
理
事
業
の
進
捗
に

よ
り
、

JR
熊
谷
駅
以
上
に
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
が
進

み
、

30
歳
代
の
人
口
も
増
加
し
て
い
る
。

 

昭
和

60
年
代
に
開
発
さ
れ
た
熊
谷
工

業
団
地
に
も
、
物
流
事
業
所
（
物
流
事

業
の
新
し
い
モ
デ
ル
と
さ
れ
る
サ
ー

ド
パ
ー
テ
ィ
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

(3
PL

)を
含
む
）
が
集
積
し
て
い
る
。

秩
父
鉄
道
ひ
ろ
せ
野
鳥
の
森

駅
北
側
に
、
春
山
満
氏
を
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
た
リ
タ
イ

ア
メ
ン
ト
ビ
レ
ッ
ジ
を
、
民
間

デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が
、
４
月
開
業

予
定
。

 

20
01
年
に
完
成
し
た
「
道
の
駅
め
ぬ

ま
」
の
め
ぬ
ま
ア
グ
リ
パ
ー
ク
地
域
振

興
施
設
“
め
ぬ
ぱ
る
”
は
、
施
設
運
営

と
ア
グ
リ
パ
ー
ク
内
の
造
園
・
植
栽
維

持
管
理
を
、
女
性
だ
け
の
組
織
「
有
限

会
社
メ
ロ
ー
ド
」
が
受
託
し
て
軌
道
に

乗
せ
て
い
る
全
国
で
も
優
良
な
事
例

で
あ
る
。

 

中
心
部
の
商
業
や
集
客
の
求
心
力

が
弱
く
、
市
境
の
居
住
者
は
、
周
辺

市
（
深
谷
市
、
太
田
市
等
）
の
商
圏

に
一
部
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。

 

 
駅
周
辺
に
は
高
齢
者
が
多
く
居

住
し
て
い
る
。
市
の
北
部
（
田
園

地
帯
）
に
団
塊
世
代
が
多
く
居
住

し
て
い
る
。

 

熊
谷
駅
の
東
と
南
に

大
規
模
な
駐
車
場
が

あ
り
、
パ
ー
ク
ア
ン
ド

ラ
イ
ド
利
用
も
な
さ

れ
て
い
る
。

 

市
中
心
部
の
テ
ク
ノ
グ
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
建
設
予
定
地

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ひ
ろ
ば

と
し
て
暫
定
利
用
さ
れ
て
お

り
、
交
流
の
拠
点
と
し
て
の

計
画
が
望
ま
れ
て
い
る
。

 

国
道

17
号
は
片
側
２
車
線
に
拡
幅

さ
れ
、
旧
中
仙
道
沿
い
の
宿
場
町
と

し
て
の
趣
き
が
失
わ
れ
、
業
務
ビ
ル

の
立
地
が
中
心
と
な
っ
て
き
て
い

る
。

 

●
熊
谷
駅
か
ら
星
川
通
り
、

市
役
所
通
り
、
国
道

17
号
を

回
遊
す
る
界
隈
性
あ
る
、
歩

行
者
が
楽
し
め
る
街
の
創

出
。
中
心
市
街
地
の
活
性
化

が
課
題
。

 

J
R
高
崎
線

籠
原
駅

熊
谷
駅

秩
父
鉄
道

深
谷
市

 

太
田
市

 

行
田
市

 

20
04
年
国
体
メ
イ
ン
会
場
と
な
っ
た
県
営
熊
谷

ス
ポ
ー
ツ
文
化
公
園
に
は
、
大
規
模
施
設
で
あ
る
、

ラ
グ
ビ
ー
場
、
彩
の
国
く
ま
が
や
ド
ー
ム
、
陸
上

競
技
場
（
ス
タ
ジ
ア
ム
）
に
お
い
て
、
ラ
グ
ビ
ー

の
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
、
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ
、
ジ
ャ

ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

 
市
で
は
ス
ポ
ー
ツ
を
テ
ー
マ
に
し
た
街
づ
く
り
を

目
指
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

 

熊
谷
市
 
都
市
の
現
状
と
課
題
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柏
市
の
現
状
と
課
題

 

 ＜
都
市
の
特
性
＞

 

○
 
東
京
都
心
か
ら
約

30
km
に
位
置
し
て
い
る
。

 

○
 
柏
駅
の
交
通
の
利
便
性
、
拠
点
性
を
も
と
に
、
四
方
に
伸
び
る
鉄
道

(J
R
常
磐
線
、
東
武
野
田
線
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

(T
X)

)

と
鉄
道
駅
の
ほ
か
、
国
道
６
号
と

16
号
を
軸
に
市
街
地
が
広
が
っ
て
い
る
。

 

○
 
大
規
模
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
複
数
立
地
し
て
い
る
も
の
の
、
商
業
集
積
性
、
交
通
拠
点
性
を
背
景
と
し
て
柏
駅
周
辺
の
中

心
新
市
街
地
は
賑
わ
い
を
維
持
し
て
い
る
。

 

○
 
市
街
地
の
中
に
は
、
基
盤
未
整
備
の
ま
ま
市
街
化
が
進
ん
だ
地
区
が
少
な
く
な
い
が
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
（

TX
）
の
開
通

に
よ
り
新
た
な
軸
で
市
街
化
が
進
み
つ
つ
あ
り
、
新
駅
周
辺
で
は
区
画
整
理
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

 

 ＜
人
口
分
布
・
動
向
＞

 

○
 
柏
市
の
面
積
は

11
4.

9k
㎡
で
、
人
口
は
約

38
.1
万
人
、
一
般
世
帯
数
は

14
.4
万
世
帯
で
あ
る
（

20
05
年
国
勢
調
査
ベ
ー
ス
）
。

 

○
 
人
口
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
若
い
年
齢
層
の
転
入
が
寄
与
し
て
高
齢
化
率
は
高
く
な
い
。

 

○
 
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
（

TX
）
開
通
と
旧
沼
南
町
の
区
画
整
理
事
業
な
ど
が
、
今
後
の
人
口
増
加
要
因
と
な
る
。

 

 ＜
都
市
構
造
＞

 

○
 

19
90
年
以
降
、

D
ID
地
区
面
積
、

D
ID
人
口
密
度
と
も
に
増
加
し
て
お
り
、

D
ID
地
区
が
拡
大
す
る
の
と
並
行
し
て
、
同
地

区
の
密
度
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
が
分
か
る
。

 

○
 
人
口
は
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
市
街
化
区
域
を
拡
大
す
る
都
市
計
画
上
の
予
定
は
な
い
。

 

 ＜
中
心
市
街
地
＞

 

○
 
柏
駅
周
辺
は
高
い
集
客
力
を
示
し
て
い
る
。

 

○
 
柏
駅
周
辺
で
は
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
立
地
に
よ
り
、
そ
の
傾
向
は
緩
や
か
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

 

 ＜
住
居
系
＞

 

○
 
比
較
的
交
通
利
便
性
の
高
い
豊
四
季
台
団
地
に
つ
い
て
は
、
賃
貸
住
宅
の
建
て
替
え
を
都
市
再
生
機
構
が
進
め
て
い
る
。

 

○
 
バ
ス
の
便
が
あ
る
区
画
整
理
事
業
区
域
の
住
宅
に
つ
い
て
は
、
相
対
的
に
需
要
多
い
。

 

○
 
柏
駅
へ
向
か
う
民
間
バ
ス
の
路
線
は
充
実
し
て
い
る
が
、
交
通
不
便
地
域
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
要
望
も
高
い
。

 

○
 
細
街
路
の
多
い
逆
井
周
辺
で
は
路
線
バ
ス
の
代
わ
り
に
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。

 

○
 
市
街
化
区
域
に
お
い
て
下
水
道
は
概
ね
整
備
さ
れ
て
い
る
。

 

○
 

19
57
年
開
発
の
光
ケ
丘
団
地
は
高
齢
化
率
が
高
い
。
都
市
再
生
機
構
に
よ
り
賃
貸
住
宅
の
建
て
替
え
は
終
了
し
て
い
る
。

 

○
 
柏
の
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
駅
を
中
心
と
し
た
半
径

3
キ
ロ
ほ
ど
の
エ
リ
ア
を
、
「
ロ
ハ
ス

(健
康
で
、
持
続
可
能
な
生
活
様
式

)な
街
」

に
す
る
計
画
が
あ
り
、
化
学
物
質
の
軽
減
を
目
指
し
て
い
る
。

 

 ＜
商
業
系
＞

 

○
 
大
規
模
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
市
内
に
複
数
あ
る
。
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
（

TX
）
柏
の
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
駅
前
で
大
規
模

商
業
施
設
の
建
設
が
進
ん
で
い
る
ほ
か
、
国
道

16
号
沿
い
で
の
商
業
施
設
の
立
地
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
。

 

○
 
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
住
宅
団
地
の
周
辺
の
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
を
中
心
に
分
散
立
地
が
進
ん
で
い
る
。
駅
周
辺
の
集
積
は
少
な
い
。
 

 ＜
産
業
系
＞

 

○
 
十
余
二
工
業
団
地
の
中
で
、
新
た
な
産
業
施
設
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

 

○
 
柏
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
や
周
辺
学
術
研
究
機
関
の
立
地
を
活
か
し
、
研
究
開
発
、
新
た
な
産
業
創
出
を
促
す
新
産
業
団
地
と
し
て

柏
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

 

 ＜
都
市
の
課
題
＞

 

○
 
柏
駅
を
拠
点
と
し
て
バ
ス
路
線
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
バ
ス
の
便
に
よ
る
郊
外
住
宅
団
地
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
旧
柏
市
で
は
基

盤
未
整
備
で
宅
地
化
が
進
ん
で
お
り
、
柏
駅
に
比
較
的
近
い
早
く
か
ら
市
街
化
し
た
地
区
（
若
葉
・
千
代
田
）
で
は
、
高
齢
化
が

進
む
中
で
の
歩
道
の
整
備
な
ど
の
生
活
環
境
改
善
が
求
め
ら
れ
る
。

 

○
 
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
（

TX
）
の
開
通
に
伴
い
、
沿
線
地
域
の
住
宅
地
と
し
て
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
高
ま
っ
て
い
る
。
新
駅
周

辺
は
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
と
し
て
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
整
備
が
抑
制
さ
れ
、
そ
の
外
側
で
マ
ン
シ
ョ
ン
立
地
が
進
ん
で
い
る
。

戸
建
住
宅
が
広
が
る
中
で
、
集
合
住
宅
の
計
画
的
な
誘
導
が
求
め
ら
れ
る
。

 

○
 
柏
駅
周
辺
、
国
道

16
号
、
大
規
模
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
、
交
通
混
雑
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
。

 

○
 
｢
中
心
市
街
地
｣
は
商
業
集
積
、
交
通
拠
点
性
を
背
景
に
ま
ち
の
賑
わ
い
を
維
持
し
て
い
る
が
、
今
後
、
住
宅
の
郊
外
化
の
影
響
が

想
定
さ
れ
る
。
中
心
市
街
地
の
拠
点
性
の
維
持
・
向
上
に
向
け
て
、
柏
駅
東
口
の
ロ
ー
タ
リ
ー
の
整
備
を
含
め
、
駅
周
辺
の
再
開

発
な
ど
計
画
的
な
拠
点
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

 

○
 
高
級
住
宅
地
と
し
て
整
備
さ
れ
た
｢
東
急
柏
ビ
レ
ッ
ジ
｣
は
鉄
道
駅
か
ら
離
れ
て
お
り
バ
ス
利
用
の
立
地
条
件
に
あ
り
、
高
齢
化
が

進
む
中
で
売
り
物
件
も
出
て
き
て
い
る
。
良
好
な
住
環
境
を
維
持
す
る
中
で
モ
ビ
リ
テ
ィ
環
境
の
改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

 

○
 
旧
沼
南
町
の
中
で
も
東
側
に
伸
び
る
｢
市
街
化
調
整
区
域
｣
で
は
、
交
通
の
利
便
性
が
低
く
開
発
規
制
に
よ
り
住
宅
地
整
備
が
難
し

い
中
で
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
。

 

●
 
柏
駅
へ
の
商
業
機
能
を
は
じ
め
都
市
機
能
の
一
極
集
中
が
顕
著
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
住
宅
地
に
近
い
周
辺
駅
の
周
辺
の
商
業
機

能
を
は
じ
め
と
す
る
集
積
が
少
な
い
。
ま
た
、
バ
ス
路
線
の
多
く
が
柏
駅
を
基
点
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
駅
周
辺
の
交
通
混
雑

が
激
し
く
、
駅
周
辺
の
交
通
容
量
は
限
界
の
状
況
に
あ
る
。
高
齢
化
が
進
展
し
た
場
合
に
、
柏
駅
ま
で
移
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
る
高
齢
者
に
と
っ
て
、
よ
り
身
近
で
ニ
ー
ズ
を
満
た
せ
る
よ
う
な
集
積
の
誘
導
が
必
要
で
あ
る
。
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区
画
整
理
（
戸
建
て
）

沼
南
台
工
業
団
地
 

Ｓ
Ｃ
 沼
南
台
（
区
画
整
理
）

自
衛
隊
基
地
 

し
い
の
木
台

 

販
売
中
の
区
画
も
あ
り
、
学

校
の
整
備
要
望
が
あ
る
。

 

逆
井

 

細
街
路
が
広
が
り
､
特
に
小
規
模
開
発
間
の
道
路
の
接

続
が
わ
る
い
。

 

路
線
バ
ス
の
代
わ
り
に
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
を
活
用
。

野
田
線
沿
線
の
住
宅
地

 

基
盤
未
整
備
の
状
態
で
高
齢
化
の
進
展
が

予
想
さ
れ
る
。

 

光
が
丘

 

19
57
年
開
発
の
住
宅
団
地
で
､
建
替
え
に
よ
る
高
層
化
が
進

む
が
、
一
部
に
は
老
朽
中
層
共
同
住
宅
が
残
る
。

 

麗
澤
大
 

日
立
グ
ラ
ン
ド
 

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
 若
葉
・
千
代
田

 

早
く
か
ら
市
街
化
が
進
み
高
齢
化
も

顕
著
と
な
る
。

 

 

北
柏
（
区
画
整
理
）
 

東
大
柏
キ
ャ
ン
パ
ス
 

金
属
機
械
工
業
団
地
 

ら
ら
ぽ
ー
と
（
整
備
中
）
 

柏
北
部
（
区
画
整
理
）
 

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
（

TX
）
柏
の
葉
キ
ャ
ン

パ
ス
駅
周
辺

 

周
辺
は
大
ロ
ッ
ト
で
の
開
発
が
進
ん
で
い
る
。

大
規
模
商
業
施
設
が
駅
前
に
出
店
す
る
。

 

柏
駅
西
側

 

基
盤
未
整
備
の
中
で
、
戸
建
住
宅
の
整

備
が
進
む
。

 

｢
中
心
市
街
地
｣
は
商
業
集
積
、
交
通
拠
点
性
を
背
景
に
ま
ち
の
賑
わ
い
を
維
持
し
て
い

る
が
、
今
後
、
住
宅
の
郊
外
化
の
影
響
が
想
定
さ
れ
る
。
中
心
市
街
地
の
拠
点
性
の
維

持
・
向
上
に
向
け
て
、
柏
駅
東
口
の
ロ
ー
タ
リ
ー
の
整
備
を
含
め
、
駅
周
辺
の
再
開
発

な
ど
計
画
的
な
拠
点
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

 

旧
沼
南
町
の
市
街
化
調
整
区
域

 

開
発
が
抑
制
さ
れ
る
中
、
人
口
減
少
と
高
齢

化
が
進
む
。

 

●
柏
駅
へ
の
商
業
機
能
を
は
じ
め
都
市
機
能
の
一

極
集
中
が
顕
著
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
住
宅
地
に
近

い
周
辺
駅
の
周
辺
の
商
業
機
能
を
は
じ
め
と
す
る

集
積
が
少
な
い
。
高
齢
化
が
進
展
し
た
場
合
に
、
柏

駅
ま
で
移
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
高
齢
者

に
と
っ
て
、
よ
り
身
近
で
ニ
ー
ズ
を
満
た
せ
る
よ
う

な
集
積
の
誘
導
が
必
要
で
あ
る
。

 

豊
四
季
団
地

 

賃
貸
住
宅
の
建
て
替
え
を
都
市
再
生
機
構
が
進
め
て
い
る
。

 

十
余
二
工
業
団
地
 

新
た
な
産
業
施
設
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

 

東
武
野
田
線

柏
駅

J
R
常
磐
線

高
級
住
宅
地
と
し
て
整
備
さ
れ
た
｢
東
急
柏
ビ
レ
ッ
ジ
｣
は
鉄
道

駅
か
ら
離
れ
て
お
り
バ
ス
利
用
の
立
地
条
件
に
あ
り
、
高
齢
化

が
進
む
中
で
売
り
物
件
も
出
て
き
て
い
る
。
良
好
な
住
環
境
を

維
持
す
る
中
で
モ
ビ
リ
テ
ィ
環
境
の
改
善
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

 

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
（

TX
）
柏
た
な
か
駅
周
辺

 

利
便
性
の
高
い
地
域
と
な
っ
た
が
、
農
地
が
残
り
基
盤

未
整
備
の
状
況
に
あ
る
。

 

柏
市
 
都
市
の
現
状
と
課
題
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